
学校感染症情報

症候群サーベイランスシステムについて

三重県では、各学校施設に協力していただき、感染症による欠席者情報を毎日この

システムに入力していただいています。

入力していただいた情報を活用して子どもたちの健康を守るために、各学校施設が

対応をできるように、専門機関と連携し、感染症の拡大を防止します。

津保健所では、津市内の学校の感染症による欠席者

傾向を毎月まとめさせていただき、情報提供いたします。虚偽観察罰則



令和 ５年 ８月の様子 ～津市内の学校感染症情報～

月を通して感染が多くみられた疾患

インフルエンザ
新型コロナウイルス感染症
ヘルパンギーナ

感 染 症 動 向

・季節外れのインフルエンザが流行しています。津市内の施設でも
学年閉鎖の装置をおこなった施設があります。

・新型コロナウイルス感染症による患者数が増加しています。

（令和 ５年 ９月１１日入力分を集計）
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津市（人） 8 41 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 6 0 4 23 9 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 5 0 0 77 10

[学校症候群サーベイランスシステム]　令和5年8月　　月報
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保育園 幼稚園 小学校 中学校 高等学校 中・高一貫 その他



これからの季節に気をつけたい感染症

三重県感染症情報センター・文部科学省 学校保健安全法 参照

感染症まめ知識

ＲＳウイルス感染症
秋から冬にかけて発生が多く見られる感染症ですが、２０１１年以降は7・８月頃から
発生数が増加するなど流行の時期が早くなってきています。
特に３歳以下の乳幼児では重症化することがあるので注意が必要です。

●症状
発熱、鼻汁などの症状が数日続きます。
多くは軽症ですが、咳の悪化、喘鳴、呼吸困難などの症状が出現することもあります。
特に、生後数か月までの赤ちゃんや、心臓や肺に基礎疾患がある方では、肺炎などの
重篤な症状を引き起こすことがあるので注意が必要です。

●感染経路
咳やくしゃみなどのしぶきからの飛沫感染
ウイルスがついている手指や物に触れることからの接触感染

●予防法
子どもが日常的に触れるおもちゃや手すりなどは、アルコールや
塩素系の消毒剤で消毒しましょう。
石鹸での手洗いに加えて、手指消毒用のアルコールジェルの使用も
有効です。


